
１　学習の到達目標
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学習内容や学習活動単元名 学習項目 評価の材料等

単位数

第
１
学
期

■創作の学習１ ・漢字の書と仮名の書の
特徴
・様々な表現形式
・様々な表現技法

・漢字の書や仮名の書の歴史と表現を理解する。
あ
・表現技法を理解し、構想を練る。
・作品制作を通じ、表現技法を習得し、美を味わ
う。

授業時の様子
あ
プリント
創作作品

■刻字
（表札の制作）

・刻字の用具とその特徴
・様々な刻字技法
・様々な刻字表現

・用具とその使い方を理解し、技術を身につける。
・表現技法を理解し、構想を練る。
・作品制作を通じ、表現技法を習得し、美を味わ
う。

評価の材料等

授業時の様子
あ
プリント
創作作品

■篆刻
（姓名印・名印
の制作）

・篆刻の歴史とその特徴
・篆刻の用具とその特徴
・篆刻の表現形式
・篆刻の表現技法

・篆刻の歴史と表現を理解し、美を味わう。
・用具とその使い方を理解し、技術を身につける。
・表現技法を理解し、構想を練る。
・作品制作を通じ、表現技法を習得し、美を味わ
う。

・書写と書道
あ
・用具の理解(文房四宝)

・臨書と創作

・書写と書道の違いを理解しつつ、書の美を味わ
う。
・用具とその使い方を理解し、技術を身につける。
・作品制作を通じ、これからの学習を確認する。

授業時の様子
授業時の様子
プリント
創作作品

・漢字仮名交じりの書と
その特徴
・様々な表現形式
・様々な表現技法

・漢字仮名交じりの書の歴史と表現を理解する。
あ
・表現方法を理解し、構想を練る。
・作品制作を通じ、表現技法を習得し、美を味わ
う。

■臨書の学習  ・漢字の書と仮名の書
の特徴
・様々な表現形式
・様々な表現技法

・漢字の書や仮名の書の歴史と表現を理解する。
あ
・表現技法を理解し、構想を練る。
・作品制作を通じ、表現技法を習得し、美を味わ
う。

令和8年度　　芸術「書道研究」シラバス

教科書

単元名

書道の創造的な諸活動を通して，書に関する見方・考え方を働かせ，生活や社会の中の多様な文字や書，書の伝統と文化と深
く関わる資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
（１）書の表現の方法や形式，多様性などについて理解を深めるとともに，書の伝統に基づき，効果的に表現するための技能
を身に付けるようにする。
（２）書のよさや美しさを感受し，意図に基づいて創造的に深く構想し個性豊かに表現を工夫したり，作品や書の伝統と文化
の意味や価値を考え，書の美を味わい深く捉えたりすることができるようにする。
（３）主体的に書の創造的な諸活動に取り組み，生涯にわたり書を愛好する心情を育むとともに，感性を磨き，書の伝統と文
化を尊重し，書を通して心豊かな生活や社会を創造していく態度を養う。

■実用書と漢字
仮名交じりの書
１

２単位 学科・学年・学級 第 3 学年 選択者

副教材等 　「書Ⅲ」（教育図書）

授業時の様子    あ

作品

授業時の様子

授業時の様子
あ
プリント
創作作品

学習項目 学習内容や学習活動

■書の基本の学
習
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通

３　評価の観点

４　評価の方法

５　担当者からのメッセージ（確かな学力を身につけるためのアドバイス、授業を受けるにあたって守ってほしい事項など）

第
2
学
期

■鑑賞の学習
（外部講師予
定）

・美術館と学芸員
・様々な鑑賞方法
あ
・鑑賞と表現

・美術館での鑑賞の仕方を理解する。
・様々な鑑賞方法を理解し、その技術を身につけ
る。
・美の背景を理解し、その美を味わう。

授業時の様子
授業時の様子
あ
ワーク

知識・技能

単元名 学習項目 学習内容や学習活動

授業時の様子
毛筆作品

■実用書と漢字
仮名交じりの書
２

・実用書の表現と鑑賞
・実用書の形式

・実用書における様式美を理解する。
・表現形式を理解し、技術を身につける。

評価の材料等

主体的に学習に
取り組む態度

・書の表現の方法や形式，書表現の多様性について理解を深めている。
・書の伝統に基づき，作品を創造的に表現するための技能を身に付け，表している。

書のよさや美しさを感受し，意図に基づいて創造的に深く構想し個性豊かに表現を工夫したり，作品
や書の伝統と文化の意味や価値を考え，書の美を味わい深く捉えたりしている。

主体的に書の表現や鑑賞の創造的な活動に取り組もうとしている。

■ 創作の学習２ ・漢字の書と仮名の書の
特徴
・様々な表現形式
・様々な表現技法

・漢字の書や仮名の書の歴史と表現を理解する。
あ
・表現技法を理解し、構想を練る。
・作品制作を通じ、表現技法を習得し、美を味わ
う。

授業時の様子
あ
プリント
創作作品

思考・判断・表現

■硬筆の学習 ・硬筆の学習 ・用具とその使い方を理解し、技術を身につける。 硬筆練習帳

　単元ごと、あるいは内容のまとまりごとに、「知識・技能」「思考･判断・表現」「主体的に学習に取り組む態度」のそれぞ
れの評価規準に従って評価し、それぞれの観点毎に年間の評価から、総合的に評価する。

・「表現」の学習では、まず先人の優れた書を真似して良い部分を吸収することが大切です。それが「個性」につながりま
す。日常生活でも同じですが、「個性」と「自分勝手」は全く違います。
・他者を理解することが、自分自身の理解に通じます。「鑑賞」の学習では、「みる」「くらべる」「かんがえる」という知
的作業を通して、感性を磨きながら、知性をも高めていきます。芸術は感性だけの教科ではありません。周囲の意見にも耳を
傾け、頭も働かせてみてください。
・しっかりとした態度で授業に臨み、遅刻、欠席をしないこと。
・話をよく聞き、課題等はしっかり提出すること。
・用具（筆、硯等）を大切に扱い、忘れたり、壊したりしないこと。
・「上手くなりたい」と思ったら、主体的に学習に臨み、拘りと向上心を持って、人一倍努力するつもりで学習に取り組んで
欲しいと思います。怠けたり、気を抜いたりせず、集中する姿勢を見せてください。
・「今どのような力があるか」よりも「どのくらい進歩したか」を大切にしたいと思います。１年間で明らかな進歩の跡が見
られるように期待します。
・「高等学校芸術科書道」の学習が、生涯「書」を愛好する基盤となるように期待します。


